
いわき平ロータリークラブ週報
創立 1953.6.18　　承認 1953.6.29

会長：佐々木貢一　　幹事：渡邊　有　　発行：会報・広報委員会

■ 事 務 局 ／ 福島県いわき市平字白銀町 4-13 不二屋第二ビル２F

■ 例 会 場 ／ いわきワシントンホテル椿山荘

■ 例 会 日 ／ 毎週木曜日 p.m.12:30 ～ 13:30

（0246）25-3000

（0246）35-3000

http://iwakitaira-rc.jp/2530

2023～2024年度国際ロータリーのテーマ「世界に希望を生み出そう」
CREATE HOPE in the WORLD

第 3337・3338 例会（30号）　2024 年３月３日（日）・７日（木）

　本日は株式会社ダスキンの社会貢献活動「ダスキン愛の輪基金」
のお話をさせていただきます。
　私の会社、株式会社アイウェイイナバは８つのフランチャイズ
ビジネスを運営しています。そのうち、６つの事業は株式会社ダ

スキンとフランチャイズ契約を結んでいます。
　皆様ご承知かもしれませんが、ダスキンはミスタードーナツも運営していま
す。このダスキン愛の輪基金始まりがミスタードーナツなので、ミスタードー
ナツの歴史を少しお話させていただきます。
　1970 年初頭にアメリカからファーストフード・チェーンが続々と日本に上陸
しました。1970 年にケンタッキー・フライド・チキンが大阪万博に実験店を出
しその後名古屋に１号店を出店しました。1971 年７月にマクドナルドが銀座三
越に出店。
　ミスタードーナツも 1971 年４月に大阪箕面（みのう）で第１号店がオープン
しました。現在、ミスタードーナツの店舗数は日本国内で約 1000 店舗。そして
海外では東南アジアを中心にコンビニなどでも扱っているので約 11,000 拠点で
販売しています。
　皆さん、ダンキンドーナツはご存知ですか？
　大リーグ野球が好きな方なら吉田正尚（よしだまさたか）選手が所属する、
ボストンレッドソックスのスポンサーなので球場などに良く広告が出ています。
世界で 6000 店舗運営している世界最大のドーナツチェーンです。
　実はミスタードーナツとダンキンドーナツはアメリカで、もともと一緒の会
社でした。ところが経営方針の違いで経営者の１人がダンキンドーナツとは別
にミスタードーナツを新たに設立しました。その後、両社が日本進出すること
になり、裏話はいろいろとあるのですが、ダンキンドーナツがセゾングループ
のレストラン西武と、ミスタードーナツがダスキンと契約を結びました。
　そしてミスタードーナツより１年早くセゾングループがダンキンドーナツを
1970 年に東京銀座に１号店を出店しました。その後、1990 年、アメリカのミス
タードーナツはダンキンドーナツと和解し、買収され、全店がダンキンドーナ
ツとなりました。
　日本ではセゾングループが運営していましたがその後、吉野家が引き継ぎ、
1998 年に吉野家がドーナツ事業から撤退し、ダンキンドーナツが日本からなく
なりました。ですから、現在、ミスタードーナツはアメリカにありません。ダ
ンキンドーナツは日本にありません。
　「ダスキン愛の輪運動」は 1981 年国連が提唱した国際障がい者年のテーマ、
障がい者の社会への「完全参加と平等」の趣旨に沿って創業 10 周年を迎えたミ
スタードーナツがミスタードーナツ発祥の地アメリカへ若く障害のある方を研
修派遣する「ミスタードーナツ障害者リーダー米国派遣事業」としてスタート
しました。1991 年からはダスキン全社で取り組み、2012 年には「公益財団法人 
ダスキン愛の輪基金」として、新たな基金となりました。
　この運動は主に二つの事業に取り組んでいます。
　一つは、障がいのある方の自立と社会参加を支援する「ダスキン障害者リー
ダー育成海外研修派遣事業」です。地域社会のリーダーとして貢献したいと願
う障害のある若者に海外で約１年間、研修に送り出します。多くのこのような
事業の留学支援は健康であることが条件とされますが、この研修制度は障害の
ある人を対象とした長期海外研修派遣制度として、国内外で広く知られていま
す。帰国後、研修生はその貴重な体験を活かし、大学教授や弁護士、政治家、
自立生活センターの運営、パラリンピック選手など様々な分野で活躍されてい
ます。
　もう一つはダスキン・アジア太平洋障害者リーダー育成事業です。アジア太
平洋地域の障がいある若者を日本に招へいし、約 10 ヶ月間、日本の障がい者福
祉や日本文化を体験し、帰国後はそれぞれの国と地域のリーダーとして活躍し
ていただこうという人材育成事業です。
　研修生にはパラリンピックで活躍した方もたくさんいます。研修生を何名か
ご紹介したいと思います。

社会奉仕委員会委員長　 稲　葉　廣　直 会員

神保康広さん
　1992 年バルセロナ、1996 年アトランタ、2000 年シドニー、2004 年アテネと
４期連続、車いすバスケットボールの選手として出場しました。16 歳の時にバ
イクの自損事故により、腰椎を脱臼骨折。両下肢機能障害で車いす生活になり
ました。その後、熱心な友人の勧めで車いすバスケットボールを始めました。
そして 2000 年、20 歳の時に愛の輪研修生として、アメリカ、アラバマ州レイク
ショア財団で、障がい者スポーツプログラムを学びました。現在は国内外でパ
ラスポーツの普及と、障がい者の就労支援などにに携わっています。　　
松江美季さん
　現在はパラリンピックで出会った、カナダ人のアイススレッジホッケー選手
と結婚されてマセソン美季さんというお名前です。1993 年、東京学芸大学１年
のとき居眠り運転をしていたダンプカーにはねられる交通事故で脊髄を損傷し
下半身不随となりました。1995 年に車いす陸上競技に出会い、アイススレッジ・
スピードレースを始めました。東京学芸大学卒業後、愛の輪研修生としてアメ
リカのイリノイ州立大学で障害者スポーツ指導を学びました。そして 1998 年長
野パラリンピックではアイススレッジスピードレースの選手として金メダル３
個、銀メダル１個を獲得しました。現在はカナダと日本を往復しながら、日本
財団パラリンピックサポートセンターの仕事をしています。
木村敬一さん
　2008 年北京、2012 年ロンドン、2016 年リオデジャネイロ、2020 年東京と水
泳選手として４度パラリンピックに出場しています。東京パラリンピックでは
100m バタフライ 金メダルなど、たくさんのメダルを獲得しています。木村さ
んは先天性疾患による網膜剥離で、２歳のときに全盲になりました。母親の勧
めにより、10 歳のときに水泳を始めました。木村さんは愛の輪研修生としてイ
ギリスロンドンでイギリスのインクルーシブ教育における視覚障がい児に対す
る支援の実際を学びました。現在は東京ガス株式会社に在籍しながら日本パラ
リンピアンズ協会（PAJ）の理事も務めています。
　４人目はパラリンピアンではないのですが織田友理子さんをご紹介します。
　車いすに乗っており、手も足も体がほとんど動きません。だから今は、パソ
コンも視線入力の装置を使っています。
　織田さんは大学４年生の時に遠位型ミオパチーと診断されました。遠位型ミ
オパチーとは、手足の先など遠い位置の筋肉から全身が衰える進行性の筋疾患
です。車いす生活、いずれは寝たきりになってしまう可能性もあるいまだに根
本的な治療法のない難病です。織田さんは大学４年生の時に遠位型ミオパチー
の診断を受けたのですが、その時にお医者さんに「子供が欲しいなら病気が進
行すると産む体力がなくなるから、早く結婚した方がいい」と言われました。
大変悩んだそうですが、その時お付き合いしていた今のご主人と結婚し、翌年
男の子を出産しました。
　子供が成長するにつれ、体が自由にならない彼女は息子を海にも連れて行っ
てあげられないと本当に申し訳なく思い自分を責めていました。そんな時、ひょ
んなことから、茨城県大洗町に「バリアフリービーチ」があることを知りました。
　駐車場から海の近くまで車いすで通れるように道が整備され、専用の更衣室
やシャワー・トイレ室もある。砂浜を移動し、そのまま海に入れる大きなタイ
ヤがついた水陸両用の車いすも完備されています。そのビーチで織田さん親子 3
人は本当に楽しみました。このとき、車いすでもあきらめなくていい、情報と
環境さえあればどこへでも行ける、人生を楽しめるんだ、と気づきました。
　彼女は発病までは、全く考えたこともなかった難病・障害の世界を知ってい
くうちに、これまで過ごしてきた健常者としての世界と、難病患者・障害者となっ
てからのの世界があまりにも違うことを知りました。そして、困難さを痛感し
ている身だからこそ分かること、また、できることがあり、難病患者、障害者
だからこそできることがあるはずだと考えました。そんな時、「ダスキン愛の輪
基金」を知り、海外の福祉先進国の障害者の福祉制度のあり方や障害者の実情
を実際に見て勉強したいと思いました。子供が４歳だったので長期海外研修は
悩みましたが、病気が進行し体が動かなくなる前に行きたい。なにより、ご主
人にも背中を押されて研修生に応募し、研修生に選ばれました。そしてデンマー
クのエグモントホイスコーレンに半年間留学しました。30 歳の時でした。
　その後、彼女は NPO 法人遠位型ミオパチー患者会「PADM（パダム）」の代表、
WheeLog 代表理事などを務めながら、講演会活動やテレビ出演などで「障害者
が生きやすい社会づくり」を積極的に発信してます。
　WheeLog とはバリアフリー情報をシェアするアプリです。



会報・広報委員会会報・広報委員会 安田信二　関口武司　八幡恭朗

「出席はロータリアンの３大義務の１つです」

会報・広報委員会　　円谷真路　　正木　聡　　鈴木孝雄　　安次嶺誠

「出席はロータリアンの３大義務の１つです」

◆出席委員会（小林隆太委員長）

例会日 基本会員数 出席者 メーキャップ数

３月７日 49 名 27 名 ―

　３日の日曜日に国際交流協会の協力のもと、11 カ国の留学生
との交流会を開くことができました。イチゴ狩り、昼食会で交流
を深めることができ、有意義な一日となりました。
　３月は水と衛生月間です。水が毎日のめるのは当たり前だと
思っていますが、世界的にはまだまだ普及していない地域もある
とのことです。水について考えて、行動の糧にしてもらえればう
れしいです。

◦ いわき平東ＲＣより３月プログラム予定表が届きました。
◦３月ロータリーレート　１ドル＝ 151 円
◦ 各ロータリークラブの例会場変更のお知らせが届きました。

♥佐々木貢一さん（留学生との交流会お疲れ様でした。ありがとうございます。
稲葉委員長卓話よろしくお願いします）♥渡邊有さん（いちご狩りおつかれさ
までした。稲葉委員長卓話宜しくお願いします）♥高萩阿都志さん（稲葉さん
卓話宜しくお願いします。誕生祝ありがとうございます）♥円谷真路さん（誕
生祝ありがとうございました）♥黒須幸雄さん（稲葉さん卓話よろしくお願い
します）♥遠山良浩さん（稲葉さんの御講話楽しみにしております。苺狩りお
世話になりました）♥鈴木東雄さん（卓話楽しみにしてます）♥飯野光世さん
（稲葉会員の卓話楽しみにしてます）♥小野寺順正さん（稲葉さん卓話よろしく
お願いします。楽しみです）♥関口武司さん（稲葉さん卓話宜しくお願いします）
♥郡二三子さん（留学生との交流会、楽しかったです。イチゴも美味しかった‼）
� 以上11名

◆ロータリー財団委員会（野沢達也委員長）
　佐々木貢一さん、渡邊有さん、野沢達也さん、越智正典さん、黒須幸雄さん、
飯野光世さん。 以上６件

◆米山記念奨学会委員会（森雄治委員長）
　佐々木貢一さん、渡邊有さん、黒須幸雄さん、飯野光世さん。
 以上４件

★本日の例会案内　３月14日（木）12：30 ～
　　新入会員卓話　第一生命保険㈱エリア統括営業部長　久保田将会員
　　お食事メニュー＝銀鱈の煮付け

〔点鐘・ロータリーソング（我らの生業）・ロータリーの目的（松村耕平会員）・
四つのテスト（安次嶺誠会員）〕

　私たちは食事や洋服を買いに行くときなどどのように店を決めるのでしょう
か？ラーメンを食べたければあの店、カレーならあの店と、おいしい店、評判
の店を当たり前のように決めて行きますよね。ところが車いすの方は違います。
店を選ぶ前に多くのハードルがあります。車いすで入れるトイレがあるのかな？
エレベーターがあるのかな？入口に段差はないかな？など調べます。
　車いすを使ってる人も介助なしにできれば一人で店に行きたいと思っていま
す。WheeLog はそんな方のためのアプリです。実際に車いすユーザーが走行し
た場所や利用した店やトイレのスポットデータを共有し、ほかの車いすユーザー
の外出に役立てるアプリです。
　「社会はこんなものだ、きっと変わらない」ということではなく、「車いすで
もあきらめない世界」を作ることに今も積極的に活動しています。これら研修
にかかる費用は全額、財団が負担します。1981 年から 2023 年の 42 年間で 530
名以上の研修生を 17 か国に派遣しています。
　ダスキンの創業者は、フランチャイズの加盟希望者に

　　釣り竿はお貸しします
　　魚の釣り方も教えましょう
　　でも、魚を釣るのはあなた自身です
　という言葉を残しました。

　その精神はこの研修派遣事業にも残されていて、研修テーマや研修受け入れ
先は基本的に研修生が自分で探します。研修に行くまでも大変なので、研修生
は本当に真剣に研修に取り組み、研修終了後は本当に成長して帰国します。
　ダスキン愛の輪基金は法人、個人の年会費、寄付金などで運営されています。
興味のある方がいらっしゃればホームページをご覧いただけたらと思います。
また、研修生の選考は毎年１回あります。みなさんの企業やお知り合いにこの
ような研修を希望される方がいらっしゃれば、ぜひ挑戦していただければと思
います。

ハッピーバースデーソング斉唱

高萩阿都志さん
（３月４日）

★ 誕生祝

いわき在住留学生とのいちご狩り＆交流会
【小名浜で阿部弘行記者】３日、国際奉仕委員会と青少年奉仕委員会共同の事業
として、いわき在住留学生との交流会を３年ぶりに開催しました。いわき市な
らびにいわき市国際交流協会の協力をいただき、東日本国際大、福島高専、磐
城学芸専門学校の３校に在学している 11 か国からの留学生 31 人、引率４人、
そして当クラブ会員と家族 14 人が参加しました。
　渡辺町のヘレナ・ストロベリーランドでいちご狩りを楽しみ、場所を移動して、
いわき・ら・ら・ミュウ研修室で食事し、交流会を開催しました。
　１．名前・年齢・出身国・来日時期　　２．学校名・専攻科目
　３．日本またはいわきを留学先に選んだ理由　　４．将来の希望・夢
　などを質問し、交流を楽しみました。それにしても留学生の日本語習得力の
達者さには驚かされました。やはり若い脳はいくらでも吸収するのか？うらや

移動例会
ましい～‼

★次回の例会案内　３月21日（木）12：30 ～
　　外部卓話　プリンセス・アイ支配人　坂本弘文様
　　お食事メニュー＝シーフードグラタン

松村耕平会員 安次嶺誠会員


